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。第57回コー IC世界大会レポートく〉

『世界という我家～対立からコミュニティーへ～』

今夏のコー IC世界大会は、 7月 2白から8月 17固までの約 1ヶ月半にわたり『世界という我家～対立か

． らコミュニティーヘ～』の総合テーマの下、次のページに示した 6つの会議が聞かれましたo

今回の会議には日本から相馬雪香国際IC日本協会名誉会長、橋本徹同会長、鬼丸昌也テラ・ルネッサン

ス代表を含む7名が参加しました。又、日米欧経済人コ一円車会議も発祥の地、コーに久々に戻り会議が開

催され、日本から金子尚志経済人コ一円卓会議日本委員会会長を初めとする 10名が参加しました。

主な会議について…・・・人聞を大切にするグ口ーバリゼーションとは？

「グローノtリゼーションがもたらす影響は社会をどう変 （前界経済フォーラム）、 WSF（世界社会フォーラム）な

えるか。人間が大切にされているか？」第 30川コー産業 ど凶際機関等からも代表がm席しました。会議ではこの

人会議（CCBI:CauxConference for Business and ような代長者と示唆に白んだビジョンとそれを実践に移

Industry）はこのテーマの下で、財界、政界、マスコミ、 す戦略的な行動について語り合えたことは、又とない良

地域開発同体などの代表 175人が参加して開催されましい機会でした。今後は既に立案されたものを確実なもの

た。メインスビーカーは!It界銀行欧州副議長J.Eリチャー にするための献身的な大規模なチームが出来ることを期

ド氏、 !It界経済フォーラム役只ホセ・マリア－フィギュレ待しています。皆さんのご怠見をお寄せ下さい。CCIB

氏、世界社会フォーラム共同創始者イグナチオ・ラモネ氏に関する詳細は 「ForA ChangeJ誌の次けと CCIBの

も合まれています。会議のハイライトはラモネ氏とフィ ホームページwww.cauxiniativessforbusiness.orgをご覧

ギュレ氏の対談、「グローバリゼーションの議論のすすめJ 下さい。

とリチヤード氏の?fc.'F「20のグローバルな問題、それを

解決する 20年」についての同氏のフレゼンテーションで スティーブグレイスドルフ CCBIチーム

した。コ一応業人会議（CCBI)の30年の歴史を振り返つ にの会AはWorldbulletin 9 J l : ；－の川崎ii,nr,;r-さんが倒ぶして I；さいました）

て見ると、これは単なる汗通の産業会議ではないことに気

付きます。今年は特にjll：界級の素晴らしい講演行のスピー

チを聴くことがm米ましたが、スピーチが余りに多かった

ため、チェンジをもたらすために一人一人が何をコミット

すべきか考える「静かなll!j問jを持つことが充分でなかっ

たかもしれません。加えて、グローバリゼーションのイン

パクトを真剣に考える時、アフリカ、アジア、ラテン・ア

メリカなど多椋な凶々からの参加が特に必要であることを

痛感しました。

今年の会議には、 11そ界銀行、WTO(llt界貿易機関）、WEF
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「平和作りのイニシアティブJ会議に

75カ国の代表が出席

現在も内戦等紛争の続く、または紛争を克服した国々

等から集まった人々が互いに学び合うこの会議は今年で

13年目を迎えました。ナイジエリア、シエラレオネ、コ

ンゴ、ルワンダ、ブルンジ、ウガンダ、リベリア、ジン

バブエなどアフリカからの 20ヶ国を初めとした、世界

75カ国からの参加者、 450名程が参加しました。その

他にも、主なグループとして、イスラエルとパレスチナ

の代表、そして、インドネシアの西パプア地方の代表も

参加しました。開会式では 95年のコー・スカラーズ・

コースに参加し、現在は西アフリカ平和構築ネットワー

クのエグゼキュティブ・ダイレクターを務めるサム・

ドー氏より、「複雑で、暴力に満ちた世界の中での平和作

り」のテーマで講演がありました。ヨーロッパで、の大戦

が6年で、終わったのに対し、スーダンでの内戦は20年

以上も続き、 2百万人が死亡、 4百万人の難民が発生、リ

ベリアでの内戦は7年半、第 1次アフリカ大戦とも称さ

れるコンゴでの内戦では4百万人近くが死亡、 94年に

ルワンダで起きた虐殺では 90日の内に、 80～ 100万

人が死亡、そして、北ウガンダ等での子供の誘拐とチャ

イルド・ソルジャー化、更にはエイズや汚職等、アフリ

カでの状況について語る内容はショッキングなものでし

た。しかし、何故アフリカの人々がそのような状況をも

たらすようになってしまったのかを問い直すと共に、ア

フリカに平和をもたらすために活動を続けて行きたいと

いう信念を述べて話を結びました。

毎朝の全体会議では、「平和作りの方法と技術J、「平

和を作る人となるための個人的な資質J、「女性と紛争解

決」、「信頼構築のプロセスJ、「希望の理由J、「困難な平

和作りに取り組むJといったテーマで、ヨルダン、イン

ド、パレスチナ、イスラエル、オランダ、スイス、オー

ストラリア、ウガンタ＼インド・ナガランド、アメリカ、

コンゴ、ケニア、シオラレオネ等からの参加者がそれぞ

れの体験を話しました。

．現在の状況や文化等を紹介する西パプア地方の代表

7月2日（水）～9日（水）

責任感と奉仕の精神を備えたりーダーシップを求めて

7月 11日（金）～ 15日（火）

コー産業人会議 ～人聞を大切にするグローパリゼーションとは～

7月 17日（木）～ 24日（木）

ファミリ一会議 我家～対立からコミュニティーへ～

7月26日（土）～ 30日（水）

世俗的な社会での精神的要素

～宗教は平和作りのためのパートナーとなりうるか？～

8月2日（土）～8日（金） 平和作りのイニシアティブ

8月 12日（火）～ 17日（日）人間の安全保障を通じた紛争予防

希望を与えるコー

内戦の続いて来たシオラレオネからの参加者は、「70

以上の国々の人々が世界をより良くしようという勇気あ

る目的のもとに集まっているコーは重要です口コーの精

神は、紛争国からくる人たちに憎しみ、分裂、そして悲

惨な政治を乗り越え、まだ心を遺いあうという世界があ

るのだという慰めを与えてくれますJと語りました0.ー
又、コンゴの元労働大臣（現上院議員）の女性は、「1996..,..

年に初めてコーに来ました。帰国して民主主義の実現の

ために活動したため、投獄されました。30年の独裁政

権下、 5年の内戦で4百万人が死亡し、多くの難民が出

ており、コーに来た時には心が重かったのですが、コー

で希望を見い出し、バッテリーをチャージすることがで

きました。現在、国で人気のある 3～4名の閣僚は、皆

コーに来たことがある人たちです。コーのメッセージと

あり方がもっと世界に敷術されるべきだと思います」と

述べました。

特にアフリカの人々は勿論、世界からの参加者に勇気

と希望を与えてくれたのは、ケニアのジョセフ・カラン

ジャ氏のスピーチでした。

最初に、「私はアフリカを愛します。アフリカの人間

であることを誇りに思います」と元気に宣言した氏は、

「インド留学時代に ICパンチガーニ・センターで ICス a邑

タディコースに参加しました094年にインドから帰国0..,. 

弁護士として、 UNHCR（同連難民高等弁務官事務所）

との契約の下、 4万4千人のルワンダ難民の受け入れを

2週間にわたって空港で行いました。インタビューをし

たルワンダ難民の家族の「全てを失ってしまったJとい

う話に衝撃を受け、国の為に働かなければ、自分の運命

も同様のものになるかもしれないと感じました。95年

から 3年間、 ICの専従として働く決心をしました。台

湾での IC主導によるクリーン・エレクション・キャン

ぺーン（選挙浄化運動）にヒントを得て、汚職をしない、

受け取らないという、選挙浄化運動を始めましたが、48

万人以上が誓約書にサインをしてくれました。教会やモ

スクの指導者を訪ね賛同と協力を得ました。ジャーナリ

ストの支援も得、新聞等でも大きく報道してもらいまし

た。選挙後も、より良い｜司を作ろうとクリーン・ケニア・

キャンぺーンを続けて行いました。又、第2回のクリー

ン・エレクション・キャンペーンを行いましたが、今年

の1月の選挙で、独立以来39年続いた政権が破れまし



た。新しい政権は汚職をなくそうと努めているため以前

より税収もあがり、教育、ヘルスケア一、道路の整備等

によりお金を投入できるようになり、他のアフリカ諸国

の注目を集めるようになっています。来る 12月20日

から 26日にかけて、西アフリカ各凶の青年指導者を集

めて、将来の清廉な国の指導者に育てるためのIC教育

プログラムであるクリーン・アフリカ・キャンペーンを

始めるために準備中ですJと述べ、会場の参加者からは

絶大な伯手が？弗き起こりました。

又、イスラエルとパレスチナの人々も共に壇上から話

をしました。パレスチナ人のためにNGOの活動をして

いるイスラエルの交性の謝罪に対し、パレスチナ人から

はその謝罪を受け入れる詐葉が諮られました。彼らの問

では4回にわたって深い話し合いが持たれました。

「人間の安全保障と紛争予防j の会議． コルネリオ ソマルガICスイス会長の「人間の安全

保障と紛争予防の形成Jのテーマでの講演からこの会議

は始まりました。翌日からの全体会議では、「不安の個

人的な理由J、「非暴力的な方法で不安に対処する方J、

「エイズの危機に直面しての基本的なニーズに応えるた

めに」、「持続可能な環境保全人「他の人を埋解する」「平

和の為にパートナーシッフを築く J、「国連と多存l聞から

成る組織の将来J、といったテーマで各同からの参加者

の話がありました。不安や排除といった行為が蔓延する

rj-rで人間はどのように貢献できるのか、何処に人間の決

意と責任が存在するのか、そもそも人間であるというこ

とは何を意味するのか等の投げかけられた質問に、参加

者は持考えさせられました。毎日行われるこの本会議で

は一人一人が内省（自分の中で熟考してみること）への

旅に誘われました。

「お立いを勇気付ける」というテーマの閉会式では、

参加者がこの会議でそれぞれ学んだこと、決心したこと

等を披漉しあってお互いの健闘を誓いあいました。

「持続可能な環境保全j のセッションでは、アフリカ

に本拠を置く始めての凶際的NGOであるエチオピアの

ENDA (Environmental Development Action）の環

境保護への取り組みの話しの後に、日本の鬼丸昌也さん

から、カンボジアでの地雷がいかに人々を苦しめてきた

か、又、その事実を知って、自ら NGOを立ち上げ、そ

．熱心に聞き入る各国からの参加者
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の撤去のためにどのように活動してきたかを分かりやす

く話してもらいました。日本の若い青年の素晴らしい活

動は参加者に大きな感動と刺激と与え、スピーチの後に

は、もっと話を聞きたいと、各問の人々から食事やお茶

にと声が掛かりました。

「他の人を理解するJのセッションでは、カナダの白

人とインディアンの青年たちをワークキャンプで共に生

活させて行く中で、特に白人の青年たちが、最初否定的

だったインディアンの青年たちの態度や考え方を文化の

相違と認識し理解を深めて行く過程がケーススタディと

して報告されました。

「平和の為にパートナーシッフを築く Jのセッション

では、ケニアでの「ソマリアのための平和会議」を抜け

出して参加した暫定政権の副大統領がスピーチをしまし

たが、「現在ケニアで開催されている平和会議には、

コーに来てその精神を学んだソマリア人たちが含まれて

います。コーに心から感謝しますJと述べました。

今夏のコーの会議でも、アフリカ諸国からの多数の参

加がありましたが、ヨーロッパ、特に旧アフリカの宗主

同であった国々のICの人々は勿論のことですが、宗主

同でない、スカンジナビア諸国のICの人々のアフリカ

の人々のためのケアーに改めて感心させられました。

コーでの私のタイ人のルームメイトは、 『戦後のフラ

ンスードイツの和解と円本一中国の和解の比較』を博士

論文のテーマにしていました。戦後、 1946年から50年

の5年間に3,113人のドイツ人がコーの会議に招かれ、

そして、同様に 1983人のフランス人が参加し相互の

和解が生まれ、それが今日の独仏関係の基礎となり EU

への発展につながっています。日本と中国の戦後置かれ

た状況は歴史的にも独仏とは異なりますが、未だに相互

の信頼関係は不十分です。その意昧でも、今回日本のIC

協会の招鴨で、去る 9月22日より 27日まで来日された

国際交流協会の代表団の方々との交流は意義深いもので

あったと改めて感じました。

最後に、今年のコーで印象に残った言葉を紹介してレ

ポートの結びとしたいと思います。

『私たち一人ひとりは、 1滴の水のような存在かもし

れないーしかし、それは大海の 1滴ではなく、砂漠の l

滴の水－渇望されている 1滴である』

長野清志 （社）国際IC日本協会事務局

・キッチンで働く橋本会長。コーではおEいに奉仕し合う

3 
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コーで感じたこと
ソン・ホチョル（成豪哲） 中央大学3年生

在米コリアンのキムさんと話して

今回、自分はコーに来て初めて在米コリアンの人と出

会うことができました。しかも、日本とアメリカを遠く

離れたスイスの山奥で会うのは奇跡に近い確率かもしれ

ません。ただ、悲しいことに彼女は英語、私は日本語と

朝鮮語がしゃべれるのみで同じ民族でありながらコミュ

ニケーション、 言葉の壁が作られていました。その場

は、彼女が朝鮮語を少し話せたのが幸いし、また少し日

本語をわかることもあって、朝－日・英の三ヶ国語を

ミックスして喋りました。本当は自分たちはハングルを

使い、それをもって相互間のコミュニケーションを図れ

たはずなのに、同じ民族でありながらなぜ言葉の壁がで

きてしまうのか、ここにも植民地政策が残した暗い影が

ありました。そして、ここコーという場所はいろんな悩

み、考え、希望、失望を持って人々が集まり、議論し、

そして帰ってし 3く、そういう場所なんだということを感

じました。

コーを発つ最後の夜に見たもの

いつものように、仲が良くなったりー（Lee）とミッ

チ（Mitch）達とコ一・カフェで喋っていましたが、そ

のうちにアンドレイや旧ソ連邦の同い年くらいの人たち

と仲良くなりました。彼らに朝鮮語や日本語を教えたり

していましたが、そのうちにふと見ると、旧ソ連邦の子

達がいなくなっていました。彼らがどこに行ったのかと

聞くと、フロントの近くの、テレビがある場所にいると

言ったのでそこへ行ってみました。すると、薄暗い部屋

の奥深くにあった光景は、旧ソ連邦の子達がロシアのテ

レビのコメディ一番組を一緒に見ていたというものでし

た。当然のことながら、テレビの内容はロシア語で、私

には全く通じません。でも、彼らは国は違えど、 一つの

テレビ画面を見ながら笑ったりしているのです。悲しい

かな、彼らはソビエト連邦が崩壊したせいで、いわば違

う国の人たちとなってしまったのです。ちょうどソビエ

ト崩壊が小学生ぐらいの頃で、その現実を直に受けた世

代です。歴史を仮定的に論ずるのはタブーですが、彼ら

はもし国が崩壊しなければ一つのテレビ番組を見て、

笑って楽しんで、いたに違いありません。それを、 言わば

大人たちの勝手な都合によって離れ離れになり、複雑な

お国の事情を抱え解決していかなければならないので

す。

このような状況を南北の朝鮮半島の国民と少しすり合 ．

わせながら考えてみました。もし朝鮮半島が一つになっ

ていたならば市民は同じ情報を共有し、行き来ができて

いたに違いありません。そう考えると朝鮮半島の分断の

歴史、そして在日朝鮮人という自分の存在について少し

ながらも悲しき、もどかしさを感じましたし、このよう

な悲しい歴史が二度と繰り返されないようにしなければ

ならないと思いました。

． 
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21歳、晴れ晴れと…。大きなステップを踏む！

鹿取美江（立命館大学3年生）

私は、モントルーからコーへと向かう登山列車の中

で、一人静かに20歳になりたての頃のことを思い出し

ていました。 「せっかく 20歳になったのに・・・ 。20

歳になってから全然いいことがない。それどころか、い

やなことばかり起こる 。この先が思いやられるな

あ・・・ j と、下宿先から実家の母ヘ、こんな話をした

ことがありました。あの頃の私は、やることやること失

敗ばかりで、辛いことも重なり、将来の希望さえ失うほ

ど、落ち込んでいました。

4 

私は、しばし物思いにふけりましたが、それはすぐに微

笑みに変わりました。

「もう、あの頃の私はいない。20歳を終えようとしてい

る今、私は希望に胸を膨らませながら、 ICコ一世界大会

の会場に向かっている！ J 

私は、幸せをかみ締めました。そして、私をここまで導

いてくれた石田先生に心から感謝しました。

私は、暗閣の中、自分探しの悪戦苦闘の旅の途中に、日

本ネパール教育協力会というNGOでのボランティア募



集の記事を見つけ、すぐにそこへ問い合わせのメールを

送ったのを機に、石田先生と出会いました。そして、私

は、ボランティアスタッフとして、石田先生とともに仕

事をする中で、石田先生が、 ICというところに長年にわ

たって関心を寄せており、昨年、 IC コ－－~t界大会に参加

されたことを知りました。そして、私は、 ICコ一世界大

会に興味を覚え、「足非ICコーの世界大会に参加させて

いただけませんかJと先生にお願いし、 ICコ一世界大会

に行く切符を手に、コーへと向かう登山列車の中で、希

望に胸を膨らませていました。コーが近づくにつれて、

胸の鼓動は高まりました。そして、車窓から、壮大なマ

ウンテンハウスが、丘に聾え立っているのを見て、“こ

こがこれから私が行くところ！”と思った時の、あの興

奮は、今も忘れられません。

きて、コーの駅で屯車を｜峰り、！択で私が来るのを待っ

ていてくださった、 IC専従スタッフの長野さんに案内

されて、すっかり興喬しきった私は、マウンテンハウス

の中へと入りました。着いてすぐ、長野さんに誘われ

て、お茶の席に行きました。私はその時、すっかり、興

訴が冷めてしまいました。テーブルを囲んで、いろんな

民族、人種、宗教の人々が楽しそうに会話をしていまし

た。私も、会話に混ぜてもらいました。するとすぐに、

「あなたは、なぜ、コーにきたのか？J「あなたは、コー

に何を期待しているのか？」と、あちこちから質問が飛

んできました。私は、それに英語でうまく答えることが

できませんでした。くやしかったです。とんでもないと

ころに米てしまったと思いました。私は、 10年後の白

分がいる場所に、 fnJかの的子で、紛れ込んでしまい、ふ

らふらと、ここはどこだろう、と途方にくれていると

しEった、そんな気分にさえなりました。その後も、私に

とって、 111：界大会は、大変厳しいものでした。世界大会

の全体会議での話は、私にはとても難しかったのです。

全体会議で感じたことや、自分が今思うことについて、

少人数でわきあいあいと語り合うコミュニティー・デイ

スカッションの時間でさえ、私は、ほとんど発言するこ

とができませんでした。私は、自分の未熟さを忠い知り

ました。私は、何も知らなかったと切実に思いました。

しかし、世界大会も終わりに近づいてきたある時、こ

んなことがありました。コミュニティー ・ディスカッ

ションの席で、私は、メンバーの一人に、「明日は、コ

ミュニティー・ディスカッション最後の日です。何か話

してみませんか？Jと言われ、その円、みんなの前で話

すために前夜遅くまで考えて書いた、しわくちゃのメモ

をにぎりしめて いました。「きあ、それでは、鹿取さ

んに話してもらいましょうかJと言われ、私は、メモを

片手に、あのつらかった20歳になりたての頃のことや、
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石田先生との出会い、ボランティア活動をする中で、

分がどんどん変わっていったことなどを話しました。私

は、話をしていて、みんなの暖かさを感じました。みな

私の話に耳を傾け、真剣に聞いてくれました。気づくと

私は、目にいっぱいの涙を浮かべていました。20歳に

なりたての頃のつらさがよみがえり、あの頃のことを、

あの頃とは全く違う自分が、こんなにすばらしいコーと

いうところで話していることに感動し、また、極度の緊

張の中、私の話しを聞いてくれる皆のやさしさを体中で

感じて・・・私の心はパニック状態でした。しかし、あ

のH寺、私は自分の殻からぬけだすことができました。私

は、やっと、 1吐界大会に参加することができたのです。

日本に帰ってきてから、私は、コーでの体！換や、コーで

受けた心の衝撃、感動を整理するのにずいぶん時間がか

かりました。ずいぶん長いこと静かなltJ聞を過ごしまし

た。そして、今、整理ができた私は、コーに行って本当

に良かったと心から言えます。私はコーで自分の未熟

さ、自分が何も知らなかったことを思い知らされまし

た。それはつらいことでした。しかし、コーは私の中で

ぐるぐる巻きにされて、眠っていた赤いじゅうたんのひ

もを解いてくれました。今もなお、私のいるところから

ずっと先へその赤いじゅうたんは広がり続けています。

そのじゅうたんの先を見ょうとしたり、追いかけようと

すると、不安になるし、焦りもします。ゴールは見えま

せん。やらねばならないこともたくさんあります。で

も、すぐ下を見ると、ちゃんと道はあります。不思議と、

またやす十年後かも、あのコーに自分がいるであろう確信

があります。道に間違いはないはずです。私は、 一歩一

歩着実に、その亦いじゅうたんの上を歩いていこうと思

います。

コーから戻り、現実主義ではダメで理想を持たないと

社会は変わらないとも気が付きました。自分の生き方を

変える努力を始め、先ずどんな人にも話し掛けられ易い

人間になろうと心掛けるようになりました。

スイスから帰ってきて、数日がたち、 21歳を迎えま

した。私は、 H古れ晴れと、大きなステップを踏んで、行こ

うと思います。

．中央が鹿取さん、右端は鬼丸さん

5 
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第18回CRTグローバル・ダイアローグ

「責任あるグローバル化のための原則についてJ
2003年7月7日～9日（スイス、コー）

2003年のCR Tグローパル・タイアロークは、 2003年7月7日（金）～9日（日）まで開催

され、世界各国から約40名のビジネスリーターたちがCRT （経済人コ一円卓会議）の発祥地であ

るスイス・コー（Caux）のマウンテンハウスに4年ぶりに集いました。

1. 日本からの参加者は、以下の通りです。（敬称略）

金子 尚志（CRT日本委員会会長、 NE C名誉顧問）

内田 勲（横河電機社長）

内田 清子（横河電気内田社長夫人）

船橋 晴雄（シリウス・インスティテュート代表取締役）

佐久間 健（CRT日本委員会アドバイザー）

近田 高志（日本能率協会）

森宮千尋（日本能率協会）

金子 保久（元松下電器産業国際関係担当顧問）

須田 康司（NEC、CR T日本委員会コーディネーター）

石田 寛（CRT日本委員会アシスタント・コーディネーター）

2. 決定事項

•2004年CRTグローバル・ダイアローグを日本で開催

2003年 7月7日（月） GGB (Global Governing 

Board）において、多くのGGBメンバーから 2004年

のCR Tグローバル・ダイアローグを日本で開催するこ

とが可能かどうかという質問が集中しました。それに対

して、金子会長は橋本名誉会長を通じて、すでに経団連

ゲストハウスを 2004年 10月22日 （金）～24日（日）

に予約をしていると説明され、その場で日本での開催が

決定されました。

．今後の日本における SAIP（※ 1）導入に向けた

戦略の基本方針についての合意

7月8日 （火）には、マウンテンハウスのテラスにお

いて金子会長を初めとする CRT日本委員会事務局（須

田氏、石田）、そして、今後欧州でSAIPの導入を検討し

ているメンバーと SAIPの開発に携わった CRT米国

チームのメンバーが、今後の日本における SAIP戦略に

ついて意見交換を行いました。特にCRT米国チームは、

ここ半年間で日本が猛烈な勢いでSAIPの日本導入に向

け動いていることに驚きを隠せず、このままでは日本の

SAIP -JAPANフロジェクトチームに先を越されると

の危機感を抱いておりました。引き続き、日米欧のCRT

メンバーが布地域においてSAIPの導入に向けて、お互

いに情報の共有化を図りながらー進んでいくことになりま

今後、日本における SAIP-JAPANプロジェク ．

した。

トに関しては、以下の4項目に着眼点をおきながら、プ

ロジェクトを推進していくことを報告し、予定では

2004年 10月に日本で開催される CRTグローパル・ダ

イアローグにおいて SAIP-JAPANの成果（結果）を

発表する方向で準備することになりました。

3. 主なダイアローグについて

このダイアローグでは、「責任あるグローバル化のた

めの原則についてJをテーマに以下の2点を中心に議論

が展開され、多くのビジネスリーダーが積極的にディス

カッションに参加しました。

( 1）高齢化問題

先進国（特に日本）における高齢化という社会問題につム

いて、各自がどのような考えを持ち、どのような形で貢．，

献できるのかについて多くの意見を交わしました。

(2）足るを知る（無駄をなくす）

次世代のビジネスリーダーが注目しなければいけないの

は、無駄な商品や在庫をいかに減らすのかという問いで

あり、これが高齢化社会や貧困問題解決に向けての重要

なテーマになるとの意見もありました。

日本における SAl P導入に向けた戦略の

基本方針についての合意

1. 「CR T一般原則j の真の意味を探るための分析作業を行う。

2. 1=1 本導入に向けた SAI Pの商品開発を行う。

3. p R活動 （特にCR T及びSA I Pの認知l度を尚める）を行う。

4. fl本において CSR  （企業の社会的貞任： Corporate Social 

Responsibility）の認知1度を高めるための活動を行う。

※ 1 : SAIP （自己評価及び向上プロセス： SelfAssessment & Improvement 
Process）は、「CR Tの一般原則Jに基づいて、米国CRT(Caux Round Table) 
チームを中心に議論を重ねて開発されたものである。



－開会挨拶

ジョージ・ボイタ（グローバルCR T会長）

“新しい世界経済の構造やシステムの必要性”

「グローバル経済の成長を継続するために、ビジネス

リーダーが如何に真剣に貧困問題の解決に向け・!It界経済

の構造やシステムを変革していこうと考えるのか、また

それをどう実践していくことができるのか、この！Jill際会

議を通じて一人ひとりがこのことを考えてほししりと強

調されました。

以近の動きとして、多くの｜五｜際機関（同述、11そ界銀行

等） やコンサルタント会社 （PWH等）との会合を通じ

て、民間企業が11そ界経済や金融市場の問題解決に果たす

役初が大きく 、又、期待されているということにも触れ

られました。

・議長 ハーマン・ウァイフルズ（HermanWijffels) 

ハーマン氏は、グローバリゼーションの中で、 CSR化

の動きが継続していくためには企業が“足るを知lる”と

いう与えを持つことが必要であることに加え、足にビジ

ネスリーダーがステークホルダーとのリレーションシッ

プの質を高めることの if（~性に言及されました。

－プレゼンテーター

リチヤード・ジャクソン（RichardJackson) 

“高齢化社会がビジネスと文化に与える影響”

「，・.・suij11-ri・の全人11に占める割frは、通常であれば、2～3

%が社会が維持で、きる最適なレベルであるが、現伐の先

進lIt！では約 15%、そして40年後には30%まで上昇し、

特に欧州、｜と日本では40%まで上昇するj とコメントし

た透端に会場内に緊張したq気が流れました。

この版本的な問題に関してリチヤード氏は、「最近の
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先進国の経済状態が悪化し、収入が減少している一方で、

養育費が嵩んでいるためであり、少子化（一人っ子）に

よることが関与しているJと強調され、先進国における

少子化・高齢化問題が！Lt界の秩序を変えるかもしれない

という深刻な問題を投げかけました。

またリチヤード氏からは、こんなコメントが最後にあ

りました。「日本の厚生省の試算によると21世紀の終わ

りには、 fl本の人口が現在の3分2まで減少し、やがて

は一人になるでしょう」

－プレゼンテーター

ロード・ブレナン（LordBrenan) 

“グ口ーバリゼーションにおける法律”

ブレナン氏は、まず 「我々 の！It界には様々な文化が混

在していることを把握すると共に、お互いの違いを認め

命い、尊inし合うことが屯要である」と言及されまし

た。またこの｜仕界の秩序は、政治、多国籍企業、 NGO、

di民が関わっていますが、特にここでは企業の経営者が

一番の力を持っており、その経常者が道義的精神に基づ

いて、活動をしなければ簡単にこの秩序は崩壊するとい

う警行を発しました。

また、ブレナン氏は、「このような状況下において、弁

護上が企業の経営者に対して、.flのグローパル化につい

てのアドバイスができるような環境を整える必要もあ

り、その中でCR Tが他のスタンダード （特に IBA:

International Bar Association及び℃CBE:European 

Bar and Law Society Association）と連携強化を閃

りながら、CSRにおける只体的なプロジェクトを推進

していくことを期待しているJと強調されました。

．談笑する積河電機内田社長

・全体会議の様子

7 
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．グローパル・ガパメン卜・ボードのミーティングに臨むCRT日本委員会金子
会長（右から 3番目）

－プレゼンテーター

リチヤード ジャクソン（RichardJackson) 

“高齢化の人口統計と人口の低下について”

グローバルな高齢化問題については、「特に先進凶

調されました。その主な原l刈としては、発）兵途 J:lfilをI↓I 

心に乳幼児の早期j死亡と先進IEIにおける長存によるfS齢

行のWl}JII問題が挙げられており、これを解決するために

は、「J!付文問題、労働力の強化、不足気からの脱却、金

制体制の強化、軍・wfiの削減について、 ，￥ti倒的に取り組l

んでいく必要がある」と屯ねて述べました。

－デイスカッション

横河電機内田社長（コメント）

「M近lit界（特に先進Ilil) では、機々な物が数多くス

クラップとして廃棄されています。特に作物、 l：業製品

などの無駄を無くせばどうでしょうか。またこれが発反

途上l!ilなどへ循環できるようなシステムを構築すること

ができたらどうでしょう。また無駄な生応をなくせば社

11たちにとって余暇のIIJ聞が憎え、必齢丹をケアする11,'t-

問ができます。このCRTがこのような無駄な部分を削

除できるようなシステムを構築することを考えることを

提案したいと思いますJ

（欧州、｜、 H本）を中心に財政（年金）の破綻が深刻化し、 CR丁目本委員会アシスタント・コーデイネータ一

人口の低下やlit界経済の停滞に繋がることになるJと強 石田覧

中国国際交流協会代表団が来日

去る 9月22LIから 27Hまで、ヰ協会の照明により、

俗文顧問を代表とした中間同際交流協会代表向6名が、

r i本のICの方々との交流を主なLI的として来日されま

した。これは、本年6)1の第26@1IC小rn原IIii際会議に

参加を希望されていたのが、生憎のSARSの問題で来日

がrq－わなくなりましたので、本年は、 flrj I平和友好条約

の締結25周年という記念すべき節［｜の年にも吋たりま

すので、その代わりにお錯し頂くこととなった次第で

す。

中同同際交流協会は、この卜年末、スイス・コーのIC

l世界大会に代表を送っている他、イギリス、スイス、ノ

ルウェ一等から ICの代表同を中r-li1に附いて交流をして

います。日本からも去る 2000年 10 JJに6名のICメン

バーがljJ凶作｜際交流協会のお釘きで訪中し、有志義な交

流を行うことがm米ましたが、これは、相｝.馬勺行｜玉｜際IC

II本協会名汗会長、そして、榊たか子｜司副会長の郁文顧

問との長年にわたって防われた友情と伝頼関係に負うと

ころが大でした。

宇いに、心配された台風も了度過ぎ去り、 2211に無

事到広－された代表｜寸！は、浦和｜の京佳楽でのfI中友好きい

たま ilI民会議と共催の歓迎会に臨みました。翌日は伊丹

保温泉の老舗旅館でII本の伝統と文化を満喫して民きま

した。

翌2411には、中llil大使の歓迎時食会に続いて、日本

のNGOの活動状況を学ぶII的で、（財）野村1Urn教育セ

ンターを訪問しました。金f理事長補佐、そして、理事

の方々からセンターのJill念や発足の経緯、現在の活動状

況や、fl羽1の実現へr11Jけての収り組み等の説明を受けた

後、 i1I jlJでの状況の報行もあり、今後のさらなる交流を

約束しあって会合を終えました。
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等、有意義な交流がなされました。

続く 27日は小津良明小田原di長を表敬訪問した後、

橋本徹同際IC日本協会会長との懇談を行いました。橋

本徹会長の「日中は経済的な相互依存関係にあります。

今後は、心の交流、人間の交流を強化して行きたい。十！

中には共通の精神的基盤があり、分り介える素地がある

のでそれを強くしたい。基本的に大切なのは、 『お互い

に愛しあい、許しあい、役に立つことをする』ことで、

21 III:紀は、日本と巾同が分り合える Ill:$己にしたいと思

います」との話しに対し、郁文顧問は、「｜！中の友好は

．箱根小学校の生徒さんたちに挨拶する郁文団長 時代の要求であり、アジア・ llt界の平和のために欠かせ

翌25ト！には箱根に向かいました。生憎の天候で楽し

みにされていた店 l：山の立さを臨むことはできませんでし

たが、訪問した箱似小学校では全校37名の生徒さんと

先生庁から大歓迎を受けました。6名の代表団はそれぞ

れ l人ずつ分かれて子供たちと給食を一緒にとりまし

た。その後には、 一堂に会して、中戸lの地理や文化の紹

介を行いました。又、京劇オペラの元となったという、

阿安に伝わる古い放や2008年の北京オリンピックの紺

介もありました。又、生徒さんたちからも様々な質問が

ありな義深い交流ができました。「中同のことについて、

いろいろ知りたくなりましたJ、「交流したおかげでボラ

ンティア活動のri信になりましたJ等々 、 －q三従さんたち

も交流の楽しかった様子を感想文に記してくれました。

続いて、小川原のアジアセンターに向かい、小田原IC

サークル主催の懇談会と歓迎夕食会に参加しました。ア

ジアセンターでもrj＂可からの正式な代表団を迎えるのは

初めてということで中山啓介所長、 二宮秀夫小田原IC

サークル代表を初め皆さんから歓迎を民きました。l0 

JのII与にn中戦争が始まり、銃こそとらなかったものの

抗日ゲリラ戦にも参加されたという郁文代表は、「ICの

精神的・道義的活動を心から尊敬しています。中国！Ji.I際

交流協会も論語のlドの 『不LIは尊し、もの』の.ミ・葉にのっと

り、その実現をIIr内に来日しました。30年前は、 一年

間にlド｜玉｜を訪れた日本人は9千人に過ぎなかったのが、

昨年は360万人に上りました。姉妹県や姉妹都市も266

組になっています。文化交流の内容も多彩となりまし

た。21lit紀はrjI f1I両国のアジア、そしてllt界での役割

も重要になってきます」と挨拶されました。続いて、 JC

小HI原サークルのメンバーから、「妻との関係が改善し

た時、子供の病気が良くなりました。こちらがいつも許

す気持ちでいることが大切で、お互いを認めていければ

解決につながるという、このサークルで学んだことが役

に立ちましたJという体験や、小田原を生誕の地とする

宮尊徳翁の同際思想学会が北京大学日本文化研究所劉

金才所長との連携により発足したこと等が報告される

ませんjと述べられ、橋本会長を初めとした、日本のIC

メンバーを中同に抗待したいと言われました。

同夜開催された送別会では、矢野弘典1£11際IC日本協

会副会長（日本経｜吋述専務理事）が、「ICは世界に信頼

のできる友人たちをもてるという点で他には無いユニー

クさを持っています。現在、経同連と中凶企業家述合会

が交互に日中産業シンポジュウムを開催しています。こ

れを IC(M孔生）の精神で育てて行きたいと思っていま

す。『何が正しいか』で考えながら、相手の話を聞くよ

うにすれば、相手も必ず聞いてくれるようになるという

こともに（MRA）から学んだことですJと語りました。

又、伊藤智子さんから紹介された、お互いの人生につい

て語り合い、知り合い、心を使い合うという日本IC女

性の会のプログラムにも大変関心を示され、中国の女性

たちにも是非伝えたいと言われました。IC事務局の二

回紗英ずさんからの、日韓のICユースの交流の紹介に

対しでも興味をもたれ、日中韓の青年同上の交流を実現

したいと希望されました。又、代表団の中で、スイス・

コーに何度か行かれたフランス語に堪能なメンバーは、

「大学時代の友人の多くは外凶との合弁企業で働き、白

分の 5倍の給料をもらっています。そのことに不満を

持っていたこともありましたが、コーに行って、世界の

素晴らしい人々と出逢い、精神的豊かさの大切さを学ん

だ時、この仕事をやっていたからこそこのような機会を

得られた、お金が全てでは無いと理解できるようになり

ましたJと話してくれました。

最後になりましたが、小田原アジアセンターを初め、

多くの凶体、そして、個人の背様方よりご寄付やご支援

を賜りましたお陰で、今回の交流から大きな成果を得る

ことができましたことを改めて心よりお礼申し上げま

す。

（社）国際 IC日本協会事務局 長野清志

9 
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「変革のための行動（Actionfor Change ) 2003J 

インドネシア会議レポート

．会議の参加者たち

1 .経緯について

このインドネシアでは、スハルト政権H寺代において I

Cの活動が抑制され、それ以降停滞していました。しか

しながら、昨年マレーシアで開催された ICアジア太、F

洋百年会議（APYC:Asia Pacific Youth Conference) 

において、インドネシアから参加した学生のパク口氏

(Muhammad Bachrul Ilmi)が、このAPYCのプログ

ラムを通じて、父親との関係を変えるというチェンジの

体験を得たことにより、民族（宗教）聞の争いが絶えな

いインドネシアにおいて、 ICの考え方を広めることこ

そが必要だと強く感じ、 2002年から母国でICの活

動を始めることになりました。

また、 ICオーストラリア専従のロパート・ウッド氏

（通称：ロブ Mr.RobertWood）を中心としたチーム

が ICインドネシアのチーム作りに大きく携わり、その

後もケアーをしています。そして、最近ようやくジャカ

ルタ市内に小さな事務所を開設し、大学生を中心とする

メンバーが活動を再開できるようになりました。

ここでパク口氏と私との出会いについて少し触れてお

きます。2003年4月に ICオーストラリアがコロラ

イ・ビーチ（シドニーから車で約1時間半北上したとこ

ろ）で主催した国際会議に参加した際、インドネシアか

ら参加したバク口氏と出会いました。バク口氏がどのよ

うにして ICの活動をインドネシアで広めていけばいい

かと相談してきた時、他人事ではないような気持にな

り、また更にお互いにシェアリングしていくうちに、心

が通じ合うようになり、厚い信頼関係が築かれていきま

した。

その後、パク口氏からメールで9月下旬に自分たちの

国で ICのプログラムを開催するので、ぜひ手伝いに来

てほしいとの要請があり、 9月23Fl （火）から27口（土）

まで、インドネシアのジャyレカlレタに行くことになった

次第です。

2003年9月23日（火）～27日（土）

（社）国際 IC日本協会事務局石田寛

2. 目的

この「Actionfor Change （変革のための行動）

2003Jとは、 ICインドネシアチームが、様々なコミュ

ニテー（イスラム、仏教、ヒンズー教、儒教、カトリッ

ク等）での対立を未然に避けるため、 ICの考え万を広

め、お互いに相互理解を深めていくためのプログラムを

行うことを目的としています。

そして、学生主体でメンバー構成されている ICイン

ドネシアチームをサポートする格好で、オーストラリア

から 3名、「i本から l名（石間）が参加しました。

3. 主なプログラム

・9月22日 (Jj)

Indonesian Confucinism Religion Supreme Council 

（インドネシア儒教最尚評議会） at Matikan 

・9月23日（火）

Walubi （インドネシアヒンズー最高委員会）

二学私は諸事情により、 24口からこのプログラムに参加。

・9月24日（水）

シャリフ・ヒダヤフラ凶立イスラム大学（Syarif

Hidayafullah State Islamic University of Jakarta) 

では、まずオーフニングで伝統的なイスラムの背楽が披

露された後、 ICインドネシア代表のパクロさんからそ

れぞれのスビーカーが紹介されました。まずロブ氏から

ICについての説明が行われた後、クリス氏は、オースト

ラリアの多くの若者たちが、将来に対する希望を失い酒

やドラッグに溺れているという現状について語りまし



た。マミーさんは、れらのチェンジの体験を）£に、いか

にICの考え方がl'I分の人生における大切な部分を，1-iめ

るにいたったか、そして「f浄かな時間Jについて説明し

ました。以後に私は、「！らのチェンジの体験、そして最

近のIC11本協会の活動状況、特にジャパン・コリア共

同プロジェクトについて説明をしました。

また、このスピーカ－4人が続けて話しをするのでは

なく 、途中でロブ氏がギターで歌を歌ったり、 ICインド

ネシアチームが ICの、I劇を行ったりと、和やかなすよ11司

%のrjIで、会議は進行しました。

それぞれのスピーチが終 fした後には、参力11-ri・も合め

た全llで「l静かな 11~111ttJ を持ち、その後 5つから 6つの

グループに分かれてシェアリングを行し、ました。

質疑応答の巾で、学生のハリス（HarisElfaris）さん

は、「「l分たちも大学で、平和構築のためには相立理解

が不11J欠であると認識しており、これまでいくつかのイ

ベントを開催してきましたが、 ICの様にここまで深く

与えたのは初めてであり、大変勉強になりましたjとコ

メントしました。そして、「今後どのようにこのような

活動を進めていけばいいのか只体的に教えてほししリと

な見を求めました。彼はこのような活動に非常に熱心な

庁年で、後日夜遅くに ICインドネシアの・Jr務所を訪

ね、ロブ氏と私から峨々なことを聞き II¥していました。

私はこの内年の児剣な限元しを見て、インドネシア人は

民族紛争の解決を切に刷、っているのだから、何とか力に

なれないかと思い、ロブ氏と一緒に考えました。そして

「｝静かなn>J問j を通して、出来れば来年このインドネシ

アにジャパン・コリア共同フロジェクトのチームを派遣

したい、そして、民族や宗教観の違うインドネシアの学

生たちとディスカッションを通じてお互いを矢IIり合うこ

とが大切であり、これをぜひ実現しなければいけないと

考えました。

・9JJ 25日（本）

オーストラリアからは、前述のロブ氏、バーパラ・

ローラさん（通称：マミ－ Ms. Barbara Lawler）、そ

してまだ大学生のクリストファー ・ジェームス有（通

祢：クリス Mr.ChristopherJames ）が参加しました。

インドネシア大学（Universityof Indonesia）では、

前日と l11Jじ要領でプログラムが進行されました。しか

し、シェアリング・グループ内で意見交換を行っている

最中に」人の学生から ICインドネシアがイニシアティ

ブをとって民族紛争を阿避するため、足非相在瑚解を深

めるプログラムを作ってほしいとのコメントがありまし

た。これには他の学／主たちからも賛同する意比が寄せら

れました。

!!Al News No.103 2003 

・9JJ 26日（金）

I Cプログラム（Puncalく－ WestJava）では、 25人

乗りのパスになぜか30人以上が来り込み、 ill4-Jギター

を弾きながら！款を歌ったりして楽しいびとH与を過ごしな

がら、ジャカルタ市からパスで約311寺問ほどのプンカク

(Puncak、楳，・，・s約800M）という避持地として有名な場

所にある“ビラ・アブラッジャ（VillaAbraja）”に到

着しました。

このプログラムには、 22日からこれまで我々が交流

してきた各大学の中で、関心をぶした学生たちゃ初参加l

の学生を合め約35人のメンバーが集い、“より良い社会

を作るためには、円分はどうすればいいのか？”という

タイトルの下で、トレーニング・フログラムが 1泊2Ii 

で行われました。

初IIの午後は、ロブ氏がICに関する基本的な事例を

説明した後に、“静かなH引出”についても言及しました。

そして、この“怖かなH剖！日”を持つ際には以下の5ポイ

ント（“感謝 Thanks，，、“謝罪 Sorry，，、“変わること

Change”、“だれ Who”、“実行 Doつを中心に考える

ことが大切で、あるとのコメントがあり、その後5つのグ

yレープに分かれてシェアリングを行いました。多くの学

生たちは、巧初このシェアリングをすることを臨時して

いましたが、徐々に慣れ始めてきますと、各人が思い思

し）言去り始めてくれました。その，i，で、このインドネシア

では家族向上の紳が非常に強く結ぼれていること、また

自分のItilをどうすればいいのかを真剣に考え、そして悩

んでいる学生が多くいることを強引惑じました（この学

生のrjIには、例別に恋愛問題を打ち明けて相談にくる学

生も多くおりましたが・・－）。

また、マミーさんとクリス打は、伺人の体験について語

り、チェンジというものがどういうことであるかを説明

しました。 夕食作りは、私たちののグループが担、与で、

したが、女性たちがリーダーシッフを発揮し、男性諸氏

（自分を合め）は言われるがまま、素直に彼女たちの指

示に従っていました。しカ為し、彼らが野菜や果物などを

）末の上に座りながら、床のタイルをまな板代わりにして

刻んで、いるのをHの当たりにしたH

きました D

．真剣な表情で聞き
入る参加者たち

11 
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夕食後、インドネシアの学生から私に対して、“リー

ダーシップ”について話をしてほしいと言われたので、

約 1時間かけて説明をしました。’H前に IC(M孔生）イ

ンドネシア代表のバク口氏からは、今後どのようにして

いけばIC(MRA）の活動をこのインドネシアで拡大さ

せていくことができるのかという悩みを打ち明けられて

いました。そのことも踏まえ、 I-Ji体スポーツ（サッカー）

を例に挙げながら、どうすればチームを一致問結させて

勝利へ導いていけるか説明した上で、実際リーダーにな

る人間は常にガイダンスに基づいて動いていける人間で

ないと無理であると述べ、“静かな11,J間”を有効に活用

していくことの屯要性を強調しました。

・9月27日（上）

早朝5ILrすぎに起床し、お~ぞの生成工場（日本でも行

名なジャバ茶のi；場）を見学しました。広大な茶畑のrjI 

で、当初我々メンバーはいつもの陽気なムードでギター

を弾きながら ICの歌を歌っていましたが、やがてn然

の京色に魅fされ、静かな時間を持ちながら散策してい

る学生たちを多く見受けるようになりました。

その後、遅い朝食を済ませた後、マミーさんが、“リ

レーションシッフ”の中で、個人のチェンジの体験を基

に、家族、社会（コミュニティー）、｜司、そして、びい

ては世界までもより良い方向に変えることが可能で、ある

と説明しました。その中で多くの学生が、民族紛争を避

けるためにはどうすればいいのかと真剣な表情で考えて

いる姿を見て、深刻な事件が起きる1前に、何か早く予を

貸すことが日本にとって重大な使命であるとの戸が、私

の心の中で響きました。

閉会式では、全員が一つの大きな輸をつくり、各人が

一人づっこのトレーニング・プログラムを受講し決怠し

たことを大声で述べました。

4. 最後に

このプログラム全体を企画・立案した ICインドネシ

アのメンバーには、感服しました。大学生たちが本気で

このインドネシアという同をより良い方向に変えるため

にはICの理念しかないと、各メンバーが受け止めてお

り、毎朝ロブ氏たちとジョギングをした後に“静かなH守

間”を持ちながら、彼らがシェアリングしている姿を見

ていると、よくもこの 1年足らずでここまで来たものだ

と驚きました。徐々にですがICインドネシアでは、コ

アグループが確立されてきており、今後更に飛躍するた

めには、具体的なアクション・フランを立案し、実行に

移すことが必要不可欠であると感じました。

ここインドネシアに滞在中、プログラムに記載されて

いる時開通りに進んだことはほとんどなく、彼らが後

10分といえば実際は 1時間であり、 IIJ問の感覚が全然

オーストラリアやfl本と違いました。ロブ氏と私も211

lc__l以降、生活リズムに慣れ始め、 II.JI悶に迫われることな

く、その11,J々 を大切に満喫しながら過ごしていく彼らの

姿を見ているうちに、次第に、 H寺山に迫われながら過ご

している我々の現代H本社会と異なり、違ったな昧でゆ

とりのある （償沢な）生活をしていることに羨ましさを

感じ始めました。

その後、 ICインドネシアのメンバーと今後どのよう

に活動を進めるべきかについてのな見交換が行われまし

た。そして、出来れば2004年8）］ の＂I旬か下旬にジャ

パン・コリア共同フロジェクトの学＇ 1:たちに、インドネ

シアに米てもらい、どのようなプロセスで日韓お互いの

相互理解を深めることができたのかを足非教えてほし

い、またジャカルタからパリ白まで全員 1台のパスに乗

り込み、インドネシア各地域の大学やコミュニティーで

融和のメッセージを伝えてほしいという要望がありまし

た。

インドネシアでは、 ICオーストラリアと IC日本協会

がそれぞれの持ち味を活かし、また、学lJ：主体で、構成され

ている ICインドネシアチームをいかにサポートできる

か本音でディスカッションし、おぜいにベストを尽くせ

たことは大変有志義でありました。また今後ICfl本協

会が、アジアをr11心に貢献してし Eく必要性があるという

ことが十分に認識できたことは、l'I分にとっても大きな

成果であると思いました。

引き続き、 ICインドネシア、 ICオーストラリアと IC

日本協会が述絡を密にとりながら、将米のICインドネ

シア発展のためにn献できることを祈念している次第で

す。

．皆で楽しく夕食の準備
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第 26回 IC小田原国際会議レポート

より良い社会作りのために

～それぞれの能力を活かし、それぞれの責任を果たそう～

去る 6月 13日（金）から 15日（日）まで第26回IC

小田原同際会議が、 『より良い社会作りのために～それ

． ぞれの能力を活かし、それぞれの責任を果たそう～Jの

テーマの下、アジアセンターODAv¥也RAにて開催され

ました。この会議のためにオーストラリア、スリラン

カ、韓国から来日された方々に加え、丁度来日されてい

たICをご存じのインド、アメリカの方々も参加されま

した。更に、日本で学ぶセネガル、ケニア、ナイジエリ

ア、ブラジル、イギリス、オーストラリアからの留学生

や日本在住の、イギリス、アメリカ、そして韓国・北朝

鮮籍双方を含む在日コリアンの方々等の参加者に加え、

14日（土）に開催された国際交流フェスティバルには

小田原や近郊に住むフィリピンやミャンマーの方々も参

加されるなど、計 13ヶ国から延べ150名が参加しまし

た。本年の会議も、日韓の大学生たちに加え、各国の留

学生が参加するなど、大変活気に溢れたものとなりまし

た。また、日韓の ICユースによる話し合いが行われま

したが、これはジャパン・コリア共同プロジェクトとし

て国際交流基金からの助成を受けました。

より良い社会作りのために

開会にあたり、橋本徹国際IC日本協会会長は、「ICは

より良い社会を作るには、先ず自分が変わることによ

り、相手が、社会が、そして世界が変わって行くと考え

ています。この会議を通して、胸襟を開いて語り合う、

あるいは静かな時を持って自らを顧みる、そしてそれぞ

れの国の文化的行事を通じて仲良くなり、お互いの意

見・立場を理解しあうようにしたいと思いますD

現在、世界では、、イラン、アフガニスタン、パレスチ

ナ／イスラエル等を初め色々なことが起こっており、そ

れらの問題の解決も一筋縄では行きません。このような

会議で話し合うことにより、輸を広げていき、世界中の

人が国籍、宗教、信条等の違いを乗り越え、お互いに和

解できる、平和な社会作りに繋げていきたいと思いま

す」と述べました。

続いて、羽田孜元首相は、 『先日、ノルウェーの首相

が来日した時、お話をお聞きしましたが、日本とノル

ウェーが協力したならば、本当に世界の平和に貢献でき

るのではと言われていました。昨年もこの会議に参加さ

れたイエンツ・ウィルヘルムセンさん（IC専従）と月に

一回位朝食をとりながらどうやって平和をつくり出そう

かと考えていますと言われましたが、M孔生(IC）がこのよ

うに活動しているのかと改めて知りましたJと述べられ

ました。

4つに分かれて行われた分科会

翌 14日には 2回にわたって、

( 1）ジャパン・コリア共同プロジェクト

( 2) IC教育プログラム

( 3）企業の社会的責任を考える

( 4）国際理解と相互協力

という4つのテーマに分かれての分科会が関かれました

ので、それぞれの分科会での様子をご報告します。

．教育の分科会で事例発表をする箱根小の鈴木先生と生徒たち

13 
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( 1 ）ジャパン・コリア共同プロジェクト

日韓双方の政府に認定されたこのフロジェクトには、 ているかというデモンストレーションをしてくれまし

試験中であるにも拘わらず韓国から大学生2名が参加し た。

てくれました。正式な会議の開会に先駆けて一足早く、

13日の午後から始まったこのディスカッションでは、

初日から学生同士で日韓双方の思い（お互いのイメー (3）企業の社会的責任を考える

ジ）や歴史観の相違について活発な議論を行い、ほぼ2

日間深夜まで話し合いが続きました。また、 13日の

ディスカッションでは、神奈川新聞の記者の取材もあ

り、翌日の新聞記事にその様子が掲載されました。この

ような様々なアングルからの議論を通して、 IC・ジャパ

ンユースのメンバーは更に日韓関係について学ばなけれ

ばならないことが多いことを再認識しました。

また、 14日の午前中には、今年8月に韓国の中学生を

招いてNp O東京少年少女センターの主催するサマー

キャンプに日韓のICメンバーで、同行して参加する計凹i

について話し合いました。また、午後のディスカッショ

ンでは、日韓の大学生が様々な問題を抱えるカンボジア

等を訪れ、現地の同i世代の青年たちと共に奉仕活動を行

い、融和のメッセージを伝えるフランについても話し合

いました。

(2) IC教育プログラム

IC教育プログラムでは約20名が参加し、前半は「教

育現場の現状と課題についてjをテーマに、小田原市教

育長の江島紘氏から挨拶を頂いた後、Np O東京少年少

失センター副理事長の神代洋一氏から「いま子どもたち

に必要なものJという題で、講演して頂きました。講演の

最初のデッスカッションでは、同際IC日本協会会長

兼CRT日本委員会名誉会長の橋本徹氏が、「今、日本経

済に必要なことは何か？」のテーマで話しました。単に

企業が「倫理や企業の社会的責任jという言葉を外向け

にPRするために使用するのではなく、経営者から社員

一人ひとりに至るまでがモラルの重要性を再認識した上

で、この企業の社会的責任を果たしていくことがとても

大きな課題であると強調しました。

そして、次のディスカッションでは、 CRTrl本委員会

副会長の稲岡稔氏が、「これからのビジネスを大きく左

右する企業の社会的責任とは何か？Jというテーマで話

しました。今後の具体的な活動として CRTLI本委員会

が検討しているフロジェクトの紹介を行うと共に、我々

人びとりが真剣に取り組りくんでいかなければならな

いとコメントしました。その後は、参加者同上の白熱し

た議論が交わされ、大いに盛り上がりを見せました。

(4）国際理解と相互協力

このグループで、は、「先ず各凶の現状を知lろう」とい

う趣向で、最初に朝鮮半ねをめぐる動きについて学びま

した。韓｜斗 MR A の・・Jt務防長のチャ・クアンソン

中心のテーマとなったのは、こども達から「ゆとりJが (Dr.CHA Kwang-Sun）氏からは、今年の 3月に氏が北

奪われている事、その結果として「あそびJ、「しごと（家 朝鮮を訪問した際の感怨を聞きました。3年前に北t初鮮

11の手伝いなど）」、「学びJのバランスが崩れているこ

とへの危機感でした。

後半は、「課題の解決に向けて私達の役割は何か？Jを

テーマに話し作いましたが、箱根小学校の鈴木↑If美先生

からびとつの素陥らしい事例を紹介頂きました。それ

は、箱恨町で凶っていた外l:EI人の話を聞いたのをきっか

けに、担任のクラスの子ども達が「箱根の町を自然だけ

ではなく、人も自慢できる観光地にしていこう！ Jと決

意し、英語の生活マッフを作成し、外｜玉l人観光客にその

地図を上げながら英語で話しかけるようになったり、ま

た外国人だけではなく、温泉にくるお年よりの方々にも

やさしくしてあげるようになったりしているというお話

でした。その後、その児童たちが実際にどのように行っ

の人々のために肥料を送るためのお金集めをしたのを

きっかけに北への悪感情に変化が生まれ、この3月に北

朝鮮の援助に関わる 100人の韓同人と共に訪朝し、病

院、幼稚｜京i等を訪ね、非常にオーブンに附っている現状

を話してもらったこと、又、将来の南北の統一の前に、

双jJの人々の交流が必要なこと、そして、京アジアの平

和のためには、IC(M九生）の精神が不可欠であるというこ

となどを話してくれました。続いて、元駐日本大使を務

められたキム・テジ（Prof.KIM Taezhee）現00洲大

学教授からは北朝鮮の核開発問題や南北関係の歴史的経

緯について詳しく諮って民きました。更に 21年間にわ

たって内戦が続いてきましたが、ようやく停戦の話し合

いが進展しつつあるスリランカの現況についてカピラ・



パンダラ（KapilaBandara）氏から話を聞きました。氏

は昨年に続いてのこの会議への参加となりましたが、

「新首相の下、昨年の同時期より治安も向上し希望が見

えて米ました。しかし、長年の内戦で社会の発展は遅

れ、今まで戦争しか知らなかった石い兵上の社会への適

応や、本当の意味での民族和解等、これからの課題はま

だまだ大きいのですJという話がありました。続いての

「地球市民としての私たちの役割と相互協力Jのテーマ

の話し介いでは、！！体的な1Ji例として、オーストラリア

のマイク・ブラウン（MikeBrown）氏より「多民族の共

生するオーストラリアでの融和！の取り組みJに関し話し

てもらいました。オーストラリアの先住民であるアボリ

ジニの人々への謝罪と融和のための活動に氏を初めとし

たIC(MRA）の人々がどう取り組み国民運動にまでつな

． がっていったかを詳しく話してもらいました。

国際交流フェステイバルの開催

14日の 12If寺から 16時までは、小田原市の山町浩子

さんとIC：火性の会のメンバーによる「こころを開こうJ

の歌を幕開けに、凶際交流フェステイバルがメインホー

ルで開催されました。小田原市の小津良明市長、アジア

センター ODAWA札札所長のrlr山啓介氏、同際IC日本

協会の橋本徹会長の挨拶に続き、先ず、スリランカのカ

レー等の昼食を堪能しました。小間原市の加藤さんが描

いてくれたお餅も大好評でした。昼食をとりながらの楽

しい歓談に続いて、各同の文化紹介が行われました。

フィリピンの方々によるキャンドルダンスやバンプーダ

． ンス、ミャンマーの民族舞踊、世界各同の言葉で℃ん

にちは”で挨拶をしてくれた後に箱根小学校児童が披露

してくれたソーラン節、日本古来から伝わる素晴らしい

雅楽の演奏、そしてスリランカのカピラさんによるパン

トマイム、そして、最後は、 IC女性の会のメンバーが日

本と韓同の歌を披露してくれるなど楽しく、また、興味

深いプログラムが続きました。このようなすばらしい各

同の文化紹介が行われた後で、イニシアティブス・オ

ブ・チェンジが目指すところについてのプレゼンテー

ションが行われました。箱根や御殿湯等からも家族で参

加された方々も多く、11t界の人々が一つの家族のように

楽しく過ごせる機会となったことと忠います。
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の分科会では、今後の具体的なアクション・プランや提

吉を考えたり、会議に参加して決心したことなどが話し

合われました。閉会式で、は、それぞれの分科会の参加者

からそれらの報告が行われました。

アクション・プランの紹介

( 1 ）ジャパン・コリア共同プロジェクト

Oシンクタンクの創設

学生たちが主体で研究テーマを見つけ、リサーチを

行い、レポートを作成する。また、当プロジェクト

の活動に関する記録のデータ化を｜苅る。

0サマーキャンプ

2003年8月に、日韓の中学生を主体にしたサマー

キャンプを大学生が企画・運営し、この作業を通し

て相互理解と信頼関係の構築を図る。

0カンボジア・プロジェクト

2004年夏に、日韓の大学生が様々な問題を抱える

アジアの同（候補｜玉｜：カンボジア等）を訪れ、現地

の同世代の青年たちと共に奉仕活動を行う。そし

て、日韓の青年たちが融和のメッセージを伝える。

O韓国ウォーキングプロジェクト

韓同l勾を日韓の学生たちが寝食を共にしながら

ウォーキングすることで韓同の文化や生活について

学ぶと共に、様々な韓国の人々との交流を図る。

0ピースベルト

束京から韓国や北朝鮮を経由して中国までの千六臼

キロを歩き通すイベントに参加し、当プロジェクト

の融和のメッセージを各地域に伝え、親睦を図る。

0ネットミーティング

トl韓の学生たちが、気軽に意見交換できる交流の場

をインターネット上で行う。

(2）「企業の社会的責任を考えるj

閉会式 CRTニューミレニアムは、 SA1P-JAPANプロジェク

トについて、シナジー効果を発揮する形で連携強化を図

15日の閉会式に先立つて聞かれた午前中の第3四日 る。

15 
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・20～40代の111：代からの視点でSAIP(Self As-

sessment & Improvement Process : D己評価＆

改善プロセス）の分析を行う

・49項目要約の事例集作成

このSAIPは、経済人コ一円卓会議で採択された「企

業の行動指針」に照らして、その達成度介いを「l己

評価するシステムです。

そして、現在日本導入に向けて、 SAIPをそのま

ま取り入れるのではなく、日本の法制度や文化に合

わせて再構成することをII的として開発していま

す。

(3) IC教育プログラム・・・提言

参加者－たちは、ディスカッションを通して、以下の・Jr柄

を一人一人が自覚しようと決意しました。

1. fどもをあるがままに受け入れる。

2.夫婦問において、子どもの教育庁針に対する価値観の

共通意識を持つこと。

3.子どもを通して親・教師が学ばなければならない。

ICの考え方をもっとスリランカの人々に伝えていきた

いと思います口これからシンハリ人とタミール人の貞の

和解が必要になるため、ぜひIC(MRA）の会議をスリラ

ンカで開きたいと思いますのでどうぞ力を貸して下さ

しり と言古しました。

最後に

今1111の会議には、韓I吋そして北朝鮮｜可籍を有する在日

コリアンのlt年たちが参加し、fl韓の学生たちのディス

カッションの通訳を務めてくれました。また、 14「！の

夜には、 『在日コリアンの思いを語る』とのテーマで在

ll 3 Ptのぺ・ヨンシムさんがこれまでの係々な体験やII 

本人や隣同人と接して行く ljlで感じられたことなどを大

変率Tl'iに話してくれました。

21自311の短い会議ではありましたが、多くの参加持

のかたがたのおノJ添えを得て、充実した会議とすること

ができました。留学生や海外から米られた方々、そして

fl本の ICユースのメンバーの参加賀の援助をして下

さった多くの方々、ボランティアで通訳をして下さった

通訳者の方々、手作りの美昧しいお菜子を注し入れて下

4.学ぴは教室だけではない、地域（社会）のなかにもある。 さった方々、お茶の準備や受け付け等などご協）J下さっ

5.心（思いやり）を育てる。 たIC交i"I:の会（現ょっ葉会）やICユースのfj々 等、背

どの参加者も教育に対して様々な忠いを持ち、色々なな

見が述べられ、とても有意義なディスカッションでし

た。

(4）国際理解と相互協力

最後の分科会でそれぞれれ分ができることを考える時

間を持ちました。その中から次のような決心や考えが述

べられましたので、最後の閉会式でも何度参加者全民に

話して頂きました。

現在名古屋大学に留学中のフィリップ・クレイグ氏

は、 『日本で共に学ぶ留学生の友人たちがii本やIJ本人

に対する肯定的な会話を始めたH寺には、白分は日本やIi 

本人の良い点について－，A及していくようにする決心をし

ました』と述べました。

また、カピラ・パンダラ氏は、「会議を通して学んだ

様に改めてお礼申し上げます。
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第26回IC小田原会議に参加して

． 
IC小田原国際会議のすばらしいことは毎回ここで普

通の日常生活では出逢うことのないようなユニークな人

と出会い、知り合うことである。

ティータイムのとき、私は隣にいた外国人と何となく会

話を始めた。彼は暫く日本に滞在して東大の大学院生に

ユダヤの歴史を講義しているという。そこで私は自分も

数人の仲間と 一緒に、ポール・ジョンソン（ Paul

Johnson）の「ユダヤ人の歴史 AHistory of JewJ を

テキストにして読書会をやっていると話すと、彼は私が

どうしてユダヤの歴史に興味を持ったのかと尋ねた。

話ははずんで、彼はいつか自分もその読書会にいって

みたい、あなたもよければ次の自分の講義にゲストとし

て招待したいので本郷の東大にこないかということに

． なったo

結局、日程の都合で彼は読書会に来ることはできないけ

れども、私は彼の次の講義にゲスト参加することになっ

た。この人は、アメリカのコロンビア大学歴史学教授レ

ヴィン（HillelLevine）先生で、戦前リトアニア領事とし

てユダヤ人にビザを発給して救った杉原千畝に関する本

の著者でもある。

分科会では午前中に 『国際理解と相互協力』、午後か

らは 『企業の社会的責任を考える』に出席した。

稲岡稔さんがコ一円卓会議日本委員会副会長として

“企業の社会的責任を自己評価する枠組みと基準”につ

いて説明をされた。アメリカ委員会チームの原案の翻訳

田中章博 （元キヤノン特別渉外室長）

を終えたので、日本的社会条件をふまえてこれを完成さ

せるとの説明があった。

キヤノン会長（故）賀来龍三郎氏が提唱した共生の理念

を柱のーっとして完成した日米欧の合作 『コ一円卓会

議、企業の行動指針』が今回の“企業の社会的責任の自

己評価、基準原案”の基盤となっていることを知って感

動を覚えた。現役時代に私もこの作成にかかわったから

である。

参加者のひとりから後で聞いたことだが、東南アジアで

未成年者就労、低賃金搾取として世界中から糾弾を受け

たアメリカのスポーツ靴メーカー「ナイキ」社は最近、

Kyosei （共生）と日本語をそのまま使って企業の姿勢を

正そうとしはじめているそうである。日本から発信され

た企業の哲学がアメリカ企業のグローバル展開で受け入

れられている一つのよいケースである。

新しく ICと名前をカ通えて世界中にネットワークをも

っわれわれの運動は、これからも世の中をよりよい社会

にかえていく良心的な団体として活動を続けてゆく 。そ

してその活動の根底には常に明確な哲学、魂が生きてい

なければならない。

それは、「Change（自己変革）、四つの絶対道徳基準、静

かな時間を持つjを一人ひとりが実践してわれわれの活

動に魂をいれてこそ、世のびとびとの共感と賛同を呼ぶ

ものと思う。

17 
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山下 恭弘（筑波大学二年終了、中国語の学習のため台湾へ留学中）

僕はこの会議に参加して、日韓両同が新しい未来に向 お克いに協力できるようになりたいです。僕は今回会議

かつて一歩、歩み始めたことを実感することが出来まし に参加した人たちのこの愛同心に対する考え方は分かり

た。今回は韓悶のおー；方の学生をお矧きすることが1H来 ません。ただ、感じたのはどんな考えを持っていても、

ました。彼らは新しい日韓関係を築く上で緯1-111の側のm やはり斡［五！の方（外j:Ejの方）に日本をより良く Jl]I解して

要な存在です。また、日焼という枠を超えて、 一人一人 もらおう、日本に対して車川、印象で、帰って欲しくない、

の人間としてもまた民直で重要な存在で、今同こうして 新しいお互いに信用し合える関係を築きたい、という粘土

めぐり合えたことは今後の人間と人間の交流の原点にな 神を感じました。これは紛れも無い愛国心です。僕は同

ると信じています。 じ日本人として日本人学生が今回のように集まり、大切

僕は持段から愛jJil心を大事にして生きていたいと忠つ な大切な韓国のお客様をお迎えして、相7Jの問解に共に

ています。確かにかつての 「愛同心」は狭義のもので、 奮闘できたことに感激すると共に、今後ともよりよい口

他lrrlの利益とは一線を画したところでの「愛国心jでし 韓関係が構築できるように共に智慧を絞って喬閲してい

た。しかし、今や地球一体化の時代ですD 愛国心と唱え

て守るべきものは、外r,q系円本人を合めた日本人の命と

財産と権利であり、他jJijの悶益を踏みにじって長期的な

わがi-mの利益を則待し得ない今、愛rEI心は外国と平和に

きたいと願います。

今回、 IJil際会議に参加｜でき、 IC(MRA）の精神に触

れ、感動することが/JL>Iとました D こうした精神にのっと

り、 一人ひとりが行動し、発信し融和を草の般的に広げ

うまく付き合っていくためのよりどころの精神になると ていくことで、lit界中が紛争の無い理想の状態に一歩ず

思います。そして、この愛同心はかつてこの同を命をか つでも近づくと思います。僕はこうした組織が次世代の

けて守ろうとした人たちの魂を知り、尊直し、その生き 若者と抑界平和のために今川のようなありがたい機会を

様に誇りを感じ、今後わが~耳，を支えていく IIJには先輩の 提供して下さっていることに感動し、下l分たちの陀代に

名前に恥じないような行動を要求する精神です。そし かけられた則待を認識しました。僕一人のノJは本吋に微

て、外国に山て行ったとき、胸を煩って「私はH本人で 力で取るに足らない思考jJですが、大勢の方々と協力し

すJと言える精神ですD 僕は胸を張って「私は日本人で て今後も lit界のためにJ.1献で、きると思うと、「i伝と感動

すj と言いながら韓1-,i1を初め外国の人々と埋解し合い、 が沸いてきます。今後ともがんばっていきます。

「活動」的でありたい。これは私が常々抱いてきた思

いでした。つまり、 J 度しかない人生をどのように使う

かということは、まったくもって11分次第です。しかし

その一方で、 「活動j というものが公的に尖践されるも

のである以上、他者の作紅を念頭におかないわけにはい

きません。では、「活動J的であるためには何が必要な

のでしょうか。

今回の小田原l司際会議では私は ICユースの一人とし

て初参加させていただいたのですが、日焼関係の問題に

ついて様々な角度から多種多様な人々と討論をすること

ができました。またそういう場に参加する際のスタイル

として、「相手をありのままに受け入れるJという IC 

． 
ICユース小出 壮一（慶応大学4年生）

の考え方を矢口ることがm来たことは、私にとって本当に

素陥らしいことだと思います。そしてほんの少しではあ

るけれども自分なりにそれを理解し、ほんのわずかでも

実践することが1H米たのではないかと振り返るにつけ、

まだまだスタートしたばかりではありますが、まずは円

分r1身が 「活動jする者の 」人としてスタートできたの

ではないかと娯しく思っています。またそれとともに、

このような場を提供してくれた ICに大変感謝していま

す。そしてこうした考えを｜！？おの生活においても実践す

ることを心がけることが 」ffi大事なことだと.~－われたこ

とを忠い1Bし、この感先日文を・＇；きながら改めて気持ちを

引き締めている次第です。



きて、今回の小田原国際会議について思い出すと、ま

ずは小田原ヘ向かう車で相馬さん、石田さんとご一緒さ

せていただき、車中においても色々なお話を伺わせてい

ただけたことで、小田原国際会議に初めて参加するとい

う緊張感をまったく消し去ってから現地に到着できたこ

とが、大変良かったと思います。初日の午後からユース

のメンバーは新聞記者の取材を受けながら一般の方々よ

りも一足先に話し合いを行いました。翌日の新聞に掲載

された記事を見て、自分たちの行動のもつ社会的な意義

の大きさを改めて認識し直すこととなりました。初日で

忘れてならないのが、ユース・メンバーのイベントとし

て地元の高校の体育館を借りてバレーボールを楽しんだ

のですが、（私が一番楽しんでいたという指摘も多かっ

たのですが、）参加していたユースの一体感を作ること

． が出来たという点で、とても良かったと思いますo

また初日の夜もそうでしたし、二日目も二日目の夜も二

泊三日という限られた時間を惜しんで、寝る時間を削っ

て深夜まで話し合いを続けたことも、非常に有益でし

た。紙面の都合上、具体的な内容に関しては省略させて

いただきますが、ユース・メンバーが各人各様の正直な

思いをぶつけ合う中では、意見が全くかみ合わずー触即

昨年に引き続き本年も小田原会議に参加し、様々な人

たちと交流できたことは非常に意義深いものでした。そ

． の中でも私にとっては韓国から来た2人の友人との出会

いが一番印象的でした。この2人は一人は非常に明るい

タイプであり、もう一人は物腰静かなタイプでした。私

はこの2人のホストファミリーをつとめましたが、まさ

に発見の連続でした。韓国と日本の食事の類似性から始

まり、儒教という思想基盤に根ざした2つの社会の文化

的類似性まで多くのことを学ぶことができました。私の

読書生活では丸山真男をはじめとして思想に関する本を

読むこともあり、このような体験は日本を改めて再考す

るのに良い機会になったと思います。

相手の立場に立つということについてもだいぶわかっ

た気がします。もともと、私は我が強い性格なもので、

あまり相手に対して何かを配慮することが苦手な性格で

す。しかし、韓同の2人と触れ合っていくうちに少し自

分の中で変化が生じたように思います。日韓の融和に向

けての話し合いをしていく中で、もしも自分が相手の立

場であればそのように振舞うかについて考えたことが

きっかけでした。おそらく、日韓の聞の問題は理性で、は
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発の危機にヒヤリとした場面もありました。しかし結果

として、最終的にはそうした場面を乗り越えて今後の展

開に繋がりそうな興味深い論点をいくつか発見すること

ができました。この小田原国際会議の成果には、私だけ

でなく他のメンバーもそれぞれ大きな喜ぴを感じている

ところです。

また、個人的には自分自身が主体的に行動し、自分の目

で見て、耳で聞くということの大切さを痛感し、この夏

休みを利用してぜひ韓国を訪れたいと強く思うようにな

りました。自分が韓国に行くことで、私が知らなかった

韓国を知ると同時に、私が知らなかった日本も知ること

が出来るのではないかと思っています。

小田原因際会議の後も ICユースでは定期的なミー

ティングを持ちながら、その他にも東京大学のレヴィン

教授を訪問したり、この夏のキャンフの実施へ向けた準

備に取り組んだり、韓国映画を見に行ったりと、様々な

活動を続けています。今後とも多くの方々のご理解とご

協力を賜りながら、日韓の相互理解の促進と、東アジア

の平和と友好のために、自分たちが出来ることから一歩

ずつ取り組んでいきたいと思います。

ICユース渡瀬裕哉（早稲田大学3年生）

納得できても感情的には納得できないことも多いでしょ

う。私にもまだまだそういう面が残っているということ

を再認識させられた良い機会でした。今後も日本と韓国

の聞の摩擦は続いていくものだと思います。たとえ、そ

れが日韓基本条約によって既に決着が合理的についてい

たとしても。感情的な問題というものはそういうものな

のでしょう。しかし、そのような気持ちの縫れは徐々に

解きほぐしていくことはできると信じたいです。たとえ

ば、サッカーを通しての文化交流は日韓の間に大きな進

展を生み出したことでしょう。（実際ホームステイに来

た2人も日本選手を良く知っていたのでピックリさせら

れました。）

私は将来にわたって少なくとも我が家に来た2人に対

しては良い感情を持ち続けると思し hます。そして、その

ような感情というものをできるだけ多くの韓国の方々に

もてるようになりたいと思います。そして、自分以外の

日本人もそのようになってほしいと思います。

今後の自分の活動を通してその一助となることができ

ればそれに代わるものはありません。
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よつ葉会（元IC女性の会）の新しい出発

昨年 12月、火性の会の発足以米、会の代表を務めてこられた勝田寿子さんより、代表交符の要望があ

り、協議の結果、会の代表は、利l川マリアンネさんにバトンタッチされました。これを機に会のあり /jが

検討され、初心に返って、それぞれの使命を、そして社会への役割を見出し、又、お互いをよりよく知る

ことで、信頼関係を深め、学び合う巾から、 一人ひとりのJ能を見出し、それを家族の中、社会のlドで、

個人として、又、グループとして、どのように生かしてゆけるかを考える場とすることになりました。尚、

会の向上と充実を図るため実行委u会を設け、運常をそこで協議することにしました。更に、 5JJに10 

0回を祝い、それに｛れ E名前の変足も検討され「ょっ葉会Jと致しました。これは、ょっ葉のクローパー

の幸運と、 I Cの内つの道義標準（正直、純j菜、無私、愛）とを表しています。

月例会の活動内容をご紹介します。

0ストーリーテリングを行います。

これはメンバーの方々に、ご「i分の人生の転機について、充分な時間（一11、？間科：度）かけて、お話を

；て頂きそれ梢でシエ下して、各人目械の契機として頂くもので、今後も続けて参りま ． 
01司例の一t，リトリート（「退去する」「交替する」の忌で、忙しい日常生活から離れて、美しい!'I然の中

で、自己の心の内を検証する11,J間を持つこと）を行います。

0チャリティーバザーを 1年 l1111 fハ、ます。

今まで、行ってきたこれらの活動以外に、今後は更にいろいろな活動をしてゆく予定です。円織のご参

加をお待ちしています。尚、お問しE合わせは、 IC事務｝rd03 5459 -5703までお原品、飲します。

ジャパン・コリア共同フロジェクト第二回訪韓準備フログラムについて

皆械にご支援いただきましたサマーキャンフも無ポ終fし、現在は今年12JJ1911～241 l に隙 1 ，~IMRA

の主催（韓凶政府後援）により閃催される「日韓行年フォーラム」に向けてli本サイドでの準備をICユー

スが中心となって進めております。今年の小田原会議で上！本のICユースの認識をもう少し介わせる＇ Fが
できたのではないだろうかとの反行に立ち、今い！の日韓学生問でのディスカッションに向けて、総々な背

景のゲストの方々（下記のリストを御参照くださし））をお初きし、「誰が，Eしいかではなく、 Mが正しい

かJといったICの理念も参考に、多機な考えを聞いた上で、「l分達なりの与えを持とうということで活

動をしています。下記の日程の他にも、 2週間にーイ支学生｜司 l：で、テ、イスカッションを行ったり、ビデオ等

を見たりして認識をさらに深めるように努めています。

過去の過ちを繰り返さないために、新しい日隊関係のあり店をTiいに考え、参加1-i'付ll!Iの信頼関係と友情

を育む一助にできればと願っています。

9月30日（火） 第 1回講演会 相馬雪香国際 IC日本協会名誉会長（終了）

10月13日（月） 第 2回講演会 李昌興氏（東京民族教育対策委員会事務局長）（終了）

10月26日（日） 第 3回講演会 在日韓国人の方（交渉中）

11月 1日（土） 第 4回講演会韓国人留学生の方 （交渉中）

11月23日（日） 第 5回講演会 政治家の方（日本）（交渉中）

12月 7日（日） 第 6回講演会 在日一世の方（北朝鮮・韓国）（交渉中）

12月 13日（土） IC年末懇親会で報告会を開催します。

＠ニュースの発行が遅れましたことをお詫び致します。当協会の国際 IC日本協会への名称の変更に伴い今号から IMAJ

ニュースより l以Jニュースと名称を変更致しました。

． 


